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子 どもの権利条 約 って知 ってい ます か ？ これ は19 8 9年 に国 際 連

合で 生 まれ た 子 ど も を守 る た め の 国 際 的 な き ま りで す 。 子 ど もた ち

の生存・ 発 達 の権 利 や保護 され る権 利 だけで な く、「子 ど もの意 見

表明権」 な ど参加 や 自己決 定権 まで認 めた画期 的 な内容 で、「世 界

の子 ど もの権 利 章典 」 ともいわ れて い ます。 日本 政府 は 3 年 前 に

1 58 ケ 回 目 に よ うや く批 准 し、 日本 の 法 律 とな りま した 。

こ の フ ォー ラ ム は 日本 社 会 に お け る子 ど もの 問 題 に取 り組 ん で い

る人 々 と海 外 に お け る子 ど もの 問 題 に取 り組 ん で い る 人 々 が 子 ど も

の権利条約 を通 じて、出会 い、意見交換 す る場 と して 1 99 3年 に始 ま

り ま し た 。

今 回 は 初 め て 大 阪 で 開 催 し ま した 。 在 日 コ リア ン な ど多 文 化 ・ マ

イノ リ テ ィの 子 ど もの 問 題 も視 野 に い れ な が ら、 さ ま ざ まな 子 ど も

の問題 について活発 な議論 がで きま した。

批 准 して満 3 年 、条約 の内容 をどの ように実現 して い くかが課題

とな っ て い ます 。

フ ォ ー ラ ム で は 、 これ か ら も子 ど もの 権 利 条 約 の 精 神 を取 り入 れ

て、具体 的な取 り組 み を している人た ちの実 践報告 と交流 の場 に し

たい と思 っ て い ます 。

趣旨・ 目的

（ 1） 日本 にお け る 子 ど もの 問 題 に取 り組 む 人 々 と海 外 に お け る子 ど

もの問題 に取 り組 む人 々の現状報 告お よび意見交換 。

（ 2）子 ども同士 の交流、子 どもとお となの意見 交換

（ 3） 条 約 を よ り実 効 あ る実 施 をす す め る た め の 国 ・ 自 治 体 関 係 者 と

の建設的対話。

（ 4）条約 を一つ の基準 として 日本 と世界で の子 どもの権 利水準 の検

証。「子 どもの権利 条約 白書」（仮称 ）の刊行 。

（ 5）条約 の趣 旨や規 定の普及。
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動きなが らお互 い 知 りあ う

どん な意 見 がで た か イ ン タ ビュ ー



市民 検 証 （オルタナティブレポート）の 必 要 性 を 痛 感 ！

“子 どもの権 利条 約” が発効 した 2 年後の 9 6年 5 月 、政 府 は同条 約44条 ＊に基 づいて 、ジ ュネー ブの 国

連子 どもの権 利委 員会 に、最 初の政 府報告書 を提 出 した。 それは、“その国 が どん なに誠 実 にその権利 を

守っ たか、 どんな具体 的処 置 を取 ったか 、どん なに進 歩 がみ られた が ’を報告 す る もの であ る。そ して

それ を審査 し、良 くない点 を勧 告 するの が権利 委員会 だ。

しか し、海 の向 こ うの権 利委 員会 の模 様 を知 る手立 ては少 な く、提 出 された政 府報告 書 も、「外 務省 に

おい て 随 時 入 手 可 能 とす る 予 定 」 と い うだ け で 、 イ ン タ ー ネ ッ ト上 に も 流 れ て い な い 。 そ れ な ら、 委 員

会の 模 様 を模 擬 委 員 会 と して や ろ う 、委 員 会 で 行 わ れ て い る議 論 を で き る だ け わ か り易 く、 た く さ ん の

人に伝 えよ う。 そ して それが、 オル タナテ ィブ・ レポ ー ト （政府報 告書 の不十 分 さ を民間 で補 充 す る レ

ポー ト） をジュネ ーブに送 る ための機 動 力 、起 爆剤 に なれば…… とい う願 い を込 めて、 日本 で初 め ての

『 模擬・ 国連子 どもの権利委 員会』 が行 われた。

＊条 約 を批准 した国 は 、最 初 は 2 年後 、 その 後 は 5 年 後 ご とに報 告 義 務 を課 せ られ てい る 。

“子 ど もの権利条約 ”の第一 人者 と言 われ る喜

多氏 を始 め、子 ど もの権利問題 のエ キスパー トた

ちを政 府 側・ 委 員 側 の 両配 役 に そ ろ え て、『模

擬・ 国連子 どもの権利 委員会』 は開始 された。

委員側 か らは、「条約 に対応 した法律 が整備 され

てい ない」「政 府が子 ども向 け に作 成 したポス タ

ーが教 室 に貼 られ てお らず、条約 を知 ってい る子

どもが少 ない」「被差 別 部落 出身者 や在 日コ リア

ンに対 す る差別 が根強 く残 ってい るが 、政府 は ど

んな村 応 を して い る の か」 と い う実 際 の委 員 さ な

がらの鋭 い追 求 に加 え、『指紋押 捺・ 外 国 人登録

証明書 な どを定 め る外 国 人登 録 法』 につ い てや

『 内 申書 の公 開』『い じめ』『児 童労 働』 な ど、専

門知識 をいか した厳 しい質問 も飛 び出 した。
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それ に村 す る政府側 は、「ご指摘 を参考 に しなが

ら 、 さ ら に検 討 して い き た い 」「そ の 件 につ き ま

しては、委員 会 とは少 し見解の相違 があ る と思い

ます 」 と、 本 物 と 同 じ く焦 点 を ぼ か し た り、 良 い

と こ ろ を 強 調 す る 答 弁 に 留 ま り、「政 府 は あ ん な

こ とを 言 っ て る 、 任 せ て お け な い」 と、 参 加 者 に

政府報告 書 だけで は不十 分であ る ことを実感 させ

た。 また、 日頃の活動 の実感 に もとづ く政府へ の

皮肉 を こめ た、 しか しユ ー モ ア た っ ぷ りの 発 言 の

数々は傍 聴席 の参 加者 を十分盛 り上 げ、 また、考

えさせ も した 。 委 員 役 の 方 々 は普 段 の 自分 た ち の

発言 とは 18 0度異 なる答弁 だ け に、 四苦八 苦 され

てい た が 、 ま た 楽 し ん で も い られ た よ うだ 。「喜

多先生 たちみ たいな子 ど もの味方 を政府 側 にす る

なん て……」 とい う傍 聴席側 の子 どもか ら、意見

があ っ た こ と も付 け 加 え て お きた い 。



盛
魯

さ らに 模 擬 委 員 会 で は 、子 ど もた ち に も参 加 し

ても らい た い と、 実 際 に は あ ま り行 わ れ な い N G

O 発 言 を取 り入 れた。 そ こで も、「学 校 で は校 則

が自分た ちの行動 を規制 す る。法律 と校則 、 どち

らに重 き を置 くの か。 学 校 は治 外 法 権 なの か」

「 在 日 コ リア ン の 子 ど も が 、 本 名 を 知 ら れ て い じ

められ、名札 をつけず に登 校 して ます。状況 は改

善され て ませ ん」 な ど、厳 しい 子 ど も た ち の現 実

が浮 き彫 りに され 、 傍 聴 席 が シ ー ン と静 ま り返 え

る場 面 もあ っ た 。

ま た 、 ジ ュ ネ ー ブ の 権 利 委 員 会 に N G O と し て

欠か さず参加 してい る平 野氏が 、実際の権利 委員

会の人数編成 や様 子、補足 説明 な どを、適 時ナ レ

ーシ ョ ン と して 解 説 した 。『模 擬 委 員 会 を 10倍 楽

しく見 る た め の用 語 集 』 な ど も配 り、 難 し く な り

がちな内容 をわか りやす く工夫 し、参加者 を飽 き

させ な か っ た 。

「海 の 向 こ う で こ ん な に 日本 の こ とが 議 論 さ れ

てるなん て知 らなか っ た」「子 どもの権 利条 約 を

もっ と知 りた い 、 な ん とか 力 に な りた い」 な どの

好意的 多数 意見 の他 に、「参加 して意見 を言 い た

かっ た」「専 門 家 が 揃 っ て い る の だ か ら、 も っ と

具体 的 な子 どもの 問題 を解決す るため の討 論会 に

して ほ しか っ た」 とい う感 想 もあ りま した が 、 関

心の 高 さ は予 想 を は る か に 超 え る もの だ っ た 。

当日の模擬委員会の構成と国連・子どもの権利委員会について

1
2

開会宣言／自己紹介

実施に関する一般的措置

＊政府報告 の評価

＊立法措置

＊実施の仕組 み

＊広報

＊研 修 e tc．

（ 3） 一般原則

1 差別の禁止の原則

＊一般的 コメン ト／婚外子

＊部落差別

＊外 国人

＊ 在 日 コ リ ア ン

＊障害児 e tc．

2 子 ど もの意見 の尊重

＊学 校で の意見表 明・参加

＊権利行使 の援助

＊校則

＊内 申書

＊懲戒 の際の弁 明 etc．

（ 4）個別問題

＊学校 にお ける体 罰

＊ い じめ

＊親 の体 罰

＊代替 的養護

＊性 的搾 取 etc．

（ 5 ） ま とめ の コ メ ン ト

＊差別一般

＊外 国人

＊ 在 日 コ リ ア ン

＊学校教 育

＊広報 e tc．

く解説〉

国連 ・子 ど もの権 利 委員 会 は、 各国 で子

ど もの権 利 条約 が どの よ うに実施 されて

いるか を監視 す る ため に設 け られ、 ジ ュ

ネー ブで活動 してい る機 関で あ る。 各国

が定 期 的 に提 出 す る報 告 を、 N G O な ど

からの情 報 も参 照 しなが ら審査 し、 問題

点を指摘 した り、改 善の ため の提 案・勧

告を行 な った りす る。報告 書 は 、委員 会

が条文 を内容 別 に分類 ・ 整理 したガ イ ド

ラ イ ン に 沿 っ て 作 成 し な け れ ば な ら な

い。 実 際 の 審 査 も、 この ガ イ ドラ イ ン の

順番 で行 なわれ る。 なお 、実 際の 報告審

査に 費 や さ れ る時 間 は 1 ケ国 あ た り 9 時

間なの で、今 回 の 「模 擬 ……」 で は委員

会が と くに重 視 して い る分 野 に絞 って取

り上 げ て あ る 。
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礁
夢

現坤

12 0分 に及 んだ 『模 擬・ 国連 子 どもの権利 委員

会』は、どの場面 、どの発言 を とって も、意 味深 く

貴重 な もので した。新 しい発見 や疑問 、再確 認 な

ど され た方 も多 か っ た と思 い ます 。 で きれ ば こ こ

に仝 シ ナ リ オ を載 せ た い と こ ろ で す が 、 紙 面 の 関

係上、台本 を越 えて白熱 した『一般原 則』の『差別

の禁止 の 原 則 』 の ワ ン シー ン を再 現 しま す 。 委 員

会側 ジー コ委員 が挙手 して発言 を始め る所 か ら。

ロジー コ委 員 ロ

「議長 、私 は外 国 人の 問題 につ いて伺 い たい と

思 い ます。報 告 書 に よれ ば、『国籍 に よって取

り扱 い に差 異 は 設 け られ て い な い 』 とあ ります

が 、 果 た して そ うで し ょ う か ？ 例 え ば 、 外 国

人登 録法 に よれば、 16 歳以上 の外 国 人は特 別永

住権 を持 ってい る場合 を除 いて指紋押捺 の義務

があ ります。 また、外 国人登録証 明書 を常 に携

帯 しなけれ ばな らないのですが 、 日本 国籍 を持

っ た子 ど もに は 、 こ の よ う な義 務 は 求 め られ て

い ません。 これは、子 どもの権利 条約 の “18歳

未 満 の 子 ど もに 対 す る あ ら ゆ る差 別 を禁 止 ” し

て い る章 に 、矛 盾 して い るの で は ない で し ょう

か ？ （後 略 ）」

ロボルポ委員ロ

「ジ ー コ委 員 と関 連 して 、 私 は 在 日 コ リ ア ンの

問題 を取 り上 げ ます 。 コ リ ア ン とい う の は な ん

か遠藤 周作 みた いで嫌 な んです が… （笑 ）。現

在 、在 日コ リア ンは 1 ～ 2 割 、 民 族学校 と呼ば

れてい る所 に通 って い ます。 しか し、財 政的 に

も資格 的 に も日本の私立 学校 とは扱 いが違 う民

族 学校 と、 同 じ扱 い の学校 との 2 種類 が あ り、

後 者 も、『日本 語 の授 業 は 国語 と名称 を変 え な

さい、韓国語 は外 国語 と変 えな さい』等 の行政

指導 が入 ります。 また卒 業生が 、 日本 の学 校 を

卒 業 し た子 ど もた ち と異 な る扱 い を受 け て い ま

す 。例 えば、国公立大学 受験資格 が得 られ ない 、

公 のスポ ーツ大 会 に参加 が制 限 され ているな ど
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で す 。 また 、 日本 の 学 校 に 通 っ て い る在 日 コ リ

ア ンた ちも、正規 の教育 の中で、 自分の民 族の

こ と を学 べ る機 会 が 保 障 され て い る とい え る で

しょうか ？ 政府報告 書 には学習 機会 が提供 さ

れて いる と書 かれてい ますが…、実 際 は どうで

し ょ う 。 え っ 、 早 く 終 わ れ ？ （笑 ）、 分 か り ま

し た 。 と に か く 、 在 日 コ リ ア ン の 子 ど も た ち に

対 して社 会 的 差 別 が 往 々 に して あ る 。 き ち ん と

制度的 な人権保 障 をた てた うえで救済 され なけ

れば な りませ ん。現 実 は、民 族衣装 を着 た子 ど

もた ちに罵声 を浴 びせ る、暴 行 を加 え るな どの

事 件 が後 を絶 ち ませ ん。 また、本 名 （民 族 名）

では な く日本名 を名乗 らなければ な らない状況

だ と聞 い て ます 。 あ るい は 自分 ら し く生 き た い

と本 名 で 暮 ら して い る子 ど もが い じめ に 遭 う。

この こ と を他 人 に訴 え て も、単 な る言 葉 の 問 題

と して 処 理 され ま す が 、 こ れ は 子 ど もの ア イ デ

ン テ ィテ ィ に と っ て 、 き わ め て 重 要 な 問 題 だ と

思い ます 。是非、 これ らの教 育問題 、人権政策

に つ い て どの よ う に考 え 、 ど の よ う に変 わ っ て

きた か を教 えて い た だ き た い」

ロ議長ロ

「政府代 表の方 、答 弁 をお願 い します」

ロ政府代表 （法務省）ロ

「え ー、人権啓 発教 育 はお しすす め てお ります

し、 今 後 も続 け て い く所 存 で あ り ます 。 しか し

先 生 た ち は 、 見 当違 い を され て い る よ うに 思 わ

れ ます 。 日本 の 国 とい う もの は 国 民 主 権 で あ り、

日本 国籍 を持 った人 た ちが主人 公 であ ります 。

ですか ら先 ほ どの外 国人 は主権者 じゃないんで

す 。 み な さん が お っ し ゃ ら れ て い る こ とは 、 差

別 で はな く区別 なんです。外 国人 に村す る法律

を よ く見 て くだ さい。外 国人 は、国際化 と言 わ

れ ます が 、 ド ド ッ と来 て ド ドッ と出 て い く。 残

念 なが らオーバ ーステ イされる方が 30 00 万 人 お

られ る。非常 に困 った話です。 やは り外 国人の

話 は椅麗 ごとで はな く、 日本 の国家運営 のため

に は 、 出 入 国 も チ ェ ッ ク し、9 0 日以 上 滞 在 され

る 方 に は外 国 人 登 録 を して も ら うの は 当然 の 義



ジーコ委員

“条約の実施 状況 を監視 する機

関、子 ど もオ ンブ ズ パ ー ソ ン と

議長
“各 権 利 委 員 の コ メ ン トや総 括

所見 を踏 ま え て 、 日本 政 府 の さ

“何故 差 別 が無 くな らないの か。 そ

れは 国 民 が ア ホ や か らで あ り ま す ”

高正 臣 （在 日韓国民主人権協議会）

クワン委 員

“障害 を持っている子 ども、持 っていない子 ども

が共 に社 会 を構 成 している。それを学 ぶには、

共に同じ学 校で教 育 を受 ける必要 がある！M

菅源 太 郎（子どもの権利条約ネットワーク）

ミーナ委員

“子 どもはもはや 、管 理 や保 護 されるだけで

はなく、権利 を使 う主体 であると強 調 します H

木村 恵 子（子ども情報研究センター）

平野 裕 二 （子 どもの権利条約ネ ッ トワーク）作 、

『模擬・ 国連子 どもの権利委員会』台本
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務 だ と思 い ます 。 も ち ろ ん 人 権 に の っ と っ て 、

外 国人 に村す る様 々 な権利 を我 々は十分整備 し

て きて い る じゃ な い で す か 。 在 日 コ リ ア ンの 方

た ちが あ ま りに騒 ぐの で 、 指 紋 押 捺 に関 して は

免除 してあ げた じゃない ですか」

ロボルポ委員ロ

「議長 ！ 別室で彼 と議論 したい と思 い ます が」

ロ政府代表 （法務省 ）ロ

「（ボ ルボ委 員 を無視 し） ですか らこれ は外 国人

と し て の 当 然 の 区 別 な の 。 日本 人 と 同 じ よ う

に ？ そ ん な国 、 ど こ に あ ります か 、 よ く考 え

て くだ さい 」

ロ議長ロ

「あ りが と う ご ざ い ま した。（と、 強 引 に マ イ ク

を取 り上 げ、法務 省の話 を打 ち切 る）」

ロ政府代表 （文部省）ロ

「文部 省か らも、多少 説明 させて いただ きます。

外 国人子 弟の教育 は、特 に国公 立の児童 に閲 し

ま して 、 日本 語 で の 授 業 が 原 則 で あ りま す 。 こ

れは外 国 人の子 どもた ちが 日本の社 会 に適応 し

てい くた め に ど う して も必 要 な処 置 で あ り ま

す。 もちろん民族学 校等 で、 自国 の言語 に よる

教育 は 自 由 に行 わ れ て お り ます 。 た だ 、 こ れ ら

の学校 は特殊 学校 と して対応 して いるため 、若

干、通常 の学校 と違 いが生 じるの も仕 方 ないか

と考 えて お ります 。 また、 国公 立大学 への受験

資格 を得 る手 段 もあ り、 在 日 コ リ ア ンの 子 弟 の

高等 教育へ のア クセスの機会 を奪 ってい るわけ

では あ りま せ ん 。（中 略 ） そ れ か ら 、 自 国 の 言

語、 習 慣 、 ア イ デ ンテ ィテ ィに つ き ま して は 、

それ を尊 重 す る こ とは 政 府 と して は や ぶ さ か で

はあ りませ んが、 それ を具体 的 にどこ まで施策

と して 講 じる か は 、 条 約 と して は 必 ず し も義 務

付けてい ない と政府 は理解 してい ます」

（以上、一部抜粋）

シナ リオ を保 存 し て あ り ま す の で 、 全 容 を知 り

たい方 は 、国際子 ど も権 利 セ ンタ ーま で。

まと め

「模 擬・ 国連子 どもの権利 委員 会」、いかが だ ったで しょうか。 実際の審査 で は、委員 の方 も政府代 表

の方 も も う少 し外 交 的 な 配 慮 を した や りと りを し ます し、 内容 的 に も、 日本 の 実 態 や 今 日の 参 加 者 層 を

踏ま え て 若 干 ア レ ン ジ して あ ります が 、 基 本 的 な線 は き ち ん と抑 え て あ ります 。

で す が 、 少 しは 委 員 会 に つ い て 具 体 的 な イ メ ー ジ を持 って い た だ け た の で は な い で し ょ う か 。 ま た 、

委員 会が子 どもの権利 につ いて非常 に積 極的 な、む しろ N G O に近 い姿 勢 を持 ってい る こと も、わか っ

てい た だ け た か と思 い ます 。

もち ろ ん 、委 員 会 で この よ うな 議 論 が で き る よ う にす る た め に は 、 N G O が き ち ん と情 報 を提 供 して

おく こ とが 欠 か せ ませ ん 。 そ う しな け れ ば 、委 員 が 日本 の 実 態 を知 る術 は ほ とん ど な い か らで す 。 そ し

て、委 員 会 の提 案 や 勧 告 を政 府 が きち ん と実 行 す る よ う に 強 く働 きか け て い くの もN G O の 重 要 な 役 割

です。

そ うい う意 味 で 、 委 員 会 と N G O は パ ー トナ ー とい う こ とが で きる で し ょ う。 N G O の協 力 が な け れ

ば、委 員 会 の 機 能 は か な り弱 くな っ て し ま う の が 現 状 で す 。

また、政府 に 「外圧」 をかけて もらうように委員会 に期待 す るばか りで はな く、委員 会の議論 の流れ

を踏 まえなが ら、足 りない部分 は こち らか ら積極 的 に委員 会に提案 し、報告審査 の場で の議 論 を補 強す

るよ う な形 で 関 わ っ て い くこ とが で きれ ば 、 と も考 え て い ま す 。 そ の 意 味 で も、 子 ど もの 権 利 条 約 フ ォ

ーラム が 昨 年 か ら テ ー マ と して き た 「市 民 レベ ル で の 検 証 」 をい っ そ う深 め て い くこ とが必 要 で す 。
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基調講演まとめ

条約によってどのような変化があったのか

一市民参カロの条約検証をめざ して－

喜 多 明 人

子ど も権 利 条 約 フ ォー ラム 実 行委 員長 ）

今年 5 月3 0 日、 日本政府 が子 ど も権 利委員会 に

報告 書 を提 出 した。条約批 准国が発効 2 年以 内に

提出 を義務づ け られ た、 いわば初 の試 金石 だった

が、問題 意識 の乏 しい残念 な内容 と言 わ ざるを得

ない。子 どもの権利 の実態 が見 えない政府報告書

に対 し、私 たち N G O や 市 民 団体 な ど民間サ イ ド

か らの レポ ー トづ く りが 求 め られ て い る と い っ て

よ い だ ろ う 。

しか し、 同 時 に私 た ちが 何 をや れ た か 、 と い う、

自己検証 も大切 だ。地域団体・ グループ にお ける

「共同体 的 な権利 実現」、子 ども団体・ グルー プに

おける 「子 ど もの権利 行使 」、 国際協 力 N G O に

おける 「子 どもの権利 実現 へ の国際協 力」 な ど、

それぞれの活動 が私 たちの社会 に どの よ うな変化

を生 ん だ の か 、 ふ りか え っ て お くべ き だ ろ う。

私 は 、 そ こ に 3 つ の視 点 が 考 え られ る と思 う。

1 つめ は、 条約が もた ら した進 歩・ 学校 や実生

活が どの よ うに 変 わ っ て きた の か 。 2 つ め は 、 そ

う した 改 革 を進 め る う え で 、 ど の よ う な障 害 が あ

るか。 3 つめ は、障害 や課題 を解 決 して い くため

には 、 どの よ うな行 動 が 必 要 か 。 こ うい う市 民 参

加型 の検 証が、条約 の精神 をい っそ う深め てい く

こと に な る だ ろ う 。

で は 、 条 約 に よ っ て 、 日本 社 会 に どの よ う な変

化が現 れたのか。 目に見 える変化 （制 度や政策 ）、

目に見 えない変化 （人の意識 ）の 2 つの面か ら考

えて み た い 。

制度・ 政 策面の変化 で は、 国際 レベ ルでは 「子

どもの買春」 に対 す る国 内規 制 の動 きが 目立 つ。

また、国内 レベルで は、法務省 の 「子 どもの人権

専 門委 員」 の活動 に注 目したい。 自治体 レベ ルで

は、教育情報の開示・公開、条約の広報活動が進

んだこ とや、学校 レベ ルでは、丸刈 り等校則 の見

直 し、教 科書 におけ る条約 の記載 な どが進 んだ こ

とが 挙 げ られ る 。

もっ と重 要 な こ と は、 条 約 に よ っ て 、 人 の 意 識

が ど の よ う に変 わ っ た か 、 で あ る 。

まず 、 お とな の 側 で は 、「子 ど も を ひ と りの 人

間 と して み る」 とい う意 識 に変 化 が 見 られ た。 例

えば、 い くつ かの 自治体 で は 「子 ど も議 会」「子

ど も会議 」の 開催 な ど、子 どもの意見 表明権 を扱

っ て お り、 子 ど も とお とな の パ ー トナ ー シ ップ の

第 一 歩 と して 評 価 で き る。

肝心 の子 ど もの側 の意識 は変化 した だろ うか。

い じめ 問題 を発端 と して、 中学生が独 自の人権宣

言を作成 した例 な どはあ るが 、全般 的 には子 ど も

たちの 「行動 」 まで は広 が ってい ない。 それ を阻

む要因 は、い くつか考 え られ るが、それ は別 に資

料を参 照 して ほ しい 。

ここで は、当面子 どもの 「行動」 を支援 す るた

め に 、 お とな の 役 割 と して 2 つ 挙 げ て お きた い 。

1 つ は、 参 加 情 報 の ア ク セ ス 。 子 ど もた ちの さ

ま ざ ま な行 動 を情 報 と して 伝 え る こ と。 条 約 を知

識と して 与 え る の で は な く、 そ れ を使 っ て 、 身 の

回 りの人 間関係や生活 を変 えてい く参加情報 こそ

値打 ちが ある。 2 つ めは、子 どもた ちが相互 に交

流す るため の費用、具体 的 には交通 費 を支援 して

ほ しい 。 例 え ば 子 ど もた ちが こ の フ ォ ー ラ ム に 参

加した くて も、経 済 的 に難 しい とい う現 状 が あ る 。

子どもの移動 の 自由 を保 障す るために も、参加支

援の補助 金制度 を打 ち立 てるべ きだ。

条約 に よって何 が変 わったのかで はな く、私た

ちは 何 を 変 え た の か 。 そ う い う主 体 的 な 問 い 直 し

を続 け て こそ 、 条 約 は 私 た ち の 社 会 に しっ か り根

をお ろ し て い く こ と だ ろ う 。
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第1分科会

おも しろい学校 1～子どものことは子どもが決める ！

コーデ ィ ネ ー タ ー ：桜 井 智 恵 子 （子 ども情章節升究 センター）

報告 者 ：石 井 武 （豊中市立第11中学校）

脇 田 学 （羽曳野市立 羽曳野中学校 ）

堀 真 一 郎 （きの くに子 どもの村学園）

「子 ど もが 主 役 の学 校 に」 と言 うの は カ ン タ ン。 しか し、実 は 、 子 ど も 自 身 が 判 断 し、決 め る機 会 を

おと な た ち は 、 こ と ご と くツ ブ シ が ち で す。 そ れ で 「自 立 した 人 間 に」 な ん て ち ょ っ とお か しい 。 そ ん

な毎 日 か ら子 ど も を解 放 す る た め に は い っ た い ど う した ら い い の で し ょ うか 。 関 西 の ユ ニ ー クな 取 り組

み3 ケ ー ス を紹 介 し ます 。 子 ど も が主 人 公 に な る学 校 の 在 り方 をめ ぐ っ て 、 ごい っ し ょ に意 見 交 換 を し

まし ょ う 。

豊 中市立 第11中学校 は生 徒会 で校 則 を廃 止 し、

「 生徒憲章」 を制定 （1995．11．22発効 ）、府内の公

立中学校 として は初 めて、標準 服 を見直 し、 自由

服を実現 させ た （19 9 6．1）学校 で す。そ の取 り組

み過程 は、校 則 を見直 す ため、 まず手 のつ けやす

いもの か ら考 え始 め、親の方 で も校則研 究会 が も

たれ ま した。職員会議 で も、生 徒総会 で も繰 り返

し検 討 さ れ ま した 。 当 初 、 子 ど も た ち も戸 惑 い 、

自分 た ち で 考 え る 中 で 、「自 立 ・ 自 由 ・ 自 治 」 に

は「責任」 が不可欠 とい う点 に気づ いてい きま し

た。教 師 と親、生徒 の合 同意見 交換会 や、数 回の

アン ケ ー トを通 して 、 今 ま で あ た り まえ だ っ た 点

が問題 とな り、 3 者 がそれ ぞれ に学校観 の問 い直

しを迫 られ ま した。 自由 服 に な っ て か ら は子 ど も

たち の あ り よ う も ゆ っ た り と 自 由 に な り 、「違 う

のが あ た り前 」 で 共 に生 きて い く とい う方 向 に 向

かっ て い ます 。

羽 曳野 中学校 も、数年前 よ り、生徒 の制服 見直

しに取 り組 ん で きて お り、 2 回 の 試 行 期 間 を経 て

現在 は併用 期間 中です。 4 割 の同和地 区 の子 ども

たち もお 互 い の 生 活 の ま ま学 校 に 集 ま っ て き て 、

自由服 で 苦 しい 思 い を しな い とい う点 に も配 慮 さ

れま した 。 自分 ら し さ を皆 の 前 で 発 揮 で きる よ う

な学 校 を 目指 そ う と教 師 集 団 も元 気 で す 。 こ れ ま

での人権 に対す る活 動 はお とな 同士 の争 いが中心
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で、子 どもたちの視 点が抜 け落 ちてい ま した。人

権について学ぶ だけで な く、人権 の視 点で学 ぶ こ

とが これ か ら必 要 に な っ て くるで し ょ う。 選 択 履

修（子 ど もが授業 を選 ぶ）で は、 N G O と繋 が り、

授業 内容 を組 み立 てた り、様 々な種 類の音楽 を聴

いた り、街 に探検 に出か けた ります。人権 の視 点

の基本 であ る人間関係の原則 は、 自分 も他者 も否

定的に捉 えるのでは な く、他 者 を認 めつつ 、 自分

もイ キ イ キ とす る 形 が 一 番 と ま とめ られ ま した 。

きの くに子 どもの村学 園 は、小・ 申合 わせて 1 50

名弱 の 学 校 で す 。 部 屋 の仕 切 り もな く、 科 目 も な

く、お となは先 生 とは呼 ばれ ない し、教員 間の給

料格差 もない 「壁 の ない学校 」で す。初め ての 中

学校 の修学旅行 は、 3 泊 4 日、 3 万 円 とい う枠 内

で子 どもたちが企画 し、 自分 たちで予約 を し、旅

行前 も旅 行 中 も幾 度 も ミー テ ィ ン グ を持 ち な が

ら、 オ リ ジ ナ ル で 中 身 た っ ぷ りの 楽 しい 旅 を創 作

できたそ うです。教師 は決 して「人格」や 「指導」

で直 接 子 ど も を導 くの で は な く、「活 動 」 そ の も

のが子 ど もの心 を捉 え、子 ど もはその 中で成 長す

るた め 、 教 師 の仕 事 は活 動 の チ ャ ンス を作 る こ と

と教 え て い た だ き ま した 。

3 つの学校 の共通点 は、子 どもた ちに多 くの環

境と時 間 を準 備 し、 子 ど も た ち 自身 に よ る 「自分

ら し さ」 探 しの お 手 伝 い が 抜 群 な と こ ろ で した 。



第2分科会

おも しろいフリースクール～脱・学校

コー デ ィネ ー ター ：郡 洋

報告者 ：岡 本 公 助

藤 田 貴 子

山 田 潤

（ H S C 京 滋 、学 校 に 行 か な い子 ど も と

とも に歩 む集 い 「み ち く さ」）

（ フ リー ス ペ ー ス 「 なわ て遊 学 場 」）

（ 遊びのページ編集部）

（ 学校に行かない子 と親の会・大阪、

大阪府立今宮工業高校・ 定時制）

学校拒否 は、本 来 、規律・ 訓練・ 強制・ 管理支 配・ 競争 か らの離 脱・ 逃走 だ か ら、 自由 を求 め る、お

もしろ い取 り組 み と な る はず 。 フ リ ー ス ペ ー ス や ミニ コ ミ編 集 活 動 、 ホ ー ム ス ク ー リ ン グ セ ン タ ー で の

子ど もの お も しろ い取 り組 み と、 そ れ を見 守 る 「親 の 会 」 を知 っ て も ら う。

ただ、 そんなお も しろ さを学校拒 否の子 どもか ら奪 うお となたち もいる。学校の絶対 性 と多 数者支配

を信仰 す るお とな たちだ。 そんな彼 らの 少数者へ の不寛容 も浮 き彫 りに。

冒頭 、 郡 が 「フ リー ス ク ー ル な どへ 通 う子 は 学

校に行 かない子 のなかで もご く少数。 家庭 にいる

子が圧倒 的多数」「家庭 にい る子 の なか で も、実

態が把 握 で きない場合 が圧 倒 的」 と指摘 。『脱 学

校』 をテーマ に話 を進 め たい と発言。

子 どもの 自主的・ 自律的 な活 動 につ いて の報告

か ら。 岡本 は、 フ リースペ ースでの野外 活動 を通

じて、 子 ど もが ど の よ う に 自律 的 な活 動 を して い

るか を報 告 。 藤 田 は ミニ コ ミ誌 の 編 集 を子 ど もが

自主 的 に行 っ て い る こ と を報 告 。 郡 は ホ ー ム ス ク

ー リン グ セ ン ター で も子 ど もが 自主 的 に 活 動 を決

定して い る こ と を報 告 。

次 に山 田が 、「親 の会」 は子 ど もの活 動 に直接

的に関与せず 、子 ど もの 自律的 な活動 を見 守 るだ

けと報告。一方 、子 ど もの 自律性 を認 めない 「親

の会」の こ とも報 告。被 害者 は子 ど もだ と指摘。

その後、郡が学校 拒否 の子 ど もの 自律 的 な動 き

にとっての、父母 の役割 の重大 さを指摘。 その具

体的事例 と して、藤 田が学校 拒否 に入 る直前 か ら

現在 に至る まで の 自身 と父母 との関係 を報告 。一

連の発 言の なか で、子 ど もの 自己決 定の原則 が顧

みられない現状が浮 き彫 りに。

（ フ リー デ ィス カ ッ シ ョ ン ） 学 校 職 員 か ら学 校

を前 提 と し、 フ リー ス ク ー ル が 脱 学 校 の 中心 で あ

るかの ような質問 があ り、山田が学校 以外 の選択

をなぜ認 めないかが 問題 だ と反論。藤 田 も「何 を

どこで学 ぶ か を決 め る権利 は子 ど もに」「学 校 に

は行 くべ き とい う観念が 間道」 と反論。郡 が 「子

ど もの選 択権 と父 母の教 育権 を重 視 すべ き」「藤

田氏は少数の側で、学校は多数の側。多数が少数

に寛容 で なければい けない」 と総括 。

次 の 「在 日」 の 方 か ら 「差 別 され るマ イ ノ リテ

ィの子 ど もの こ とは 視 野 に あ る か 」 との 質 問 。 山

田は 、現 在 の 学 校 は 日本 国 民 を つ くる こ とが 目 的

と返答 。郡 は、国家が民族 教育 を認め ない こ とと

学校 拒 否 を認 め な い こ とは 同 質 で 、 マ イ ノ リ テ ィ

の家 庭 の子 に学校拒 否 が多 い と指 摘 。「学校 とは

別な教 育 を提示 す るのが大切 では ？」 と返 答。

最後 に解放 同盟の方 が、被差別 地区 の子 どもの

余裕 のない生活状 況か ら生 まれる葛藤 を吐 露。参

加者 か ら は 「お と なの 思 い が 先 走 る こ と も。 お と

な は もっ と引 い て は ？」 との 意 見 。 藤 田 は 自身 の

体験 か ら「中卒」 就職 の難 しさを容 認。 ただ、そ

のた め に 学 校 に行 か ざ る を得 な くな る こ とは 、 学

校拒否 の子 には辛 い と も。 山 田は 「子 ど もは教 育

され な け れ ば な らな い とい う神 話 か ら解 放 され る

べき」 と返答。（時 間切 れ、終 了）
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第3 分科会

おも しろいまちづ くり～子 どもを とりま く環境

コーデ ィネーター ：加納千 夏子 （大阪 Y W C A ）

報告 者 ：春 日 潤 子 （大阪自然教室）

中 谷 み さ こ （大阪 Y W C A 千里セ ンター）

「子 ど も は どん な遊 び や遊 び 場 を お も しろ い と思 っ て い る ん だ ろ う」「親 は ど ん な遊 び 場 が ほ しい と

思っているんだ ろ う」 － ア ンケ ー ト結果 や子 どもの遊 びに関 する地域活 動 グル ー プの実践 報告 を もと

にみ ん な で考 え ま す 。 そ して 、 子 ど もに と っ て ほ ん と うに お も しろ い 遊 び場 ・ 環 境 づ く り を地 域 で ど う

やっ て進 め て い くか 、 意 見 交 換 を し ま し ょ う。

まず小学生 の子 どもた ち、就 学前 の子 ど もを も

つ親 、そ れぞれ を村象 に行 った、遊 び場 につ いて

のア ン ケ ー ト結 果 を報 告 しま した 。 こ れ に よ る と、

子どもたちは普段、半 数以上 が 自分 の家や友達 の

家な ど室 内 で 遊 んで い ます 。 で も、 ほ ん と う は 自

分の家で遊 ぶ よ りも、公園 や学校 で遊 ぶ方が お も

し ろ い と思 っ て い ま す 。 そ して 、「T V ゲ ー ム の

ある 所 」 もい い け れ ど 、「大 き な す べ り台 」 や

「 広 い公 園 」「釣 りの で き る 川」 が ほ しい と思 っ て

いる ので す 。 親 の 方 は子 ど もの遊 び場 と して 、

「 雨 で も遊 べ る と こ ろ」「安 全 で 、 広 くて 、 きれ い

なと こ ろ」 を求 め て い ます 。

大阪 自然教 室の春 日さんは、京阪神 の山や Jtlで

の自然観察遊 び を中心 と した活動内容 を紹介 して

くれ ま した 。 ま た 、小 2 の 頃 か ら教 室 に参 加 して

現在 リ ー ダ ー を し て い る 大 学 生 の 詰 も 聞 き ま し

た。彼 に とって の教 室の魅力 は、木登 りや 川遊 び

など、 親 や 先 生 が 危 ない とい って や め させ る よ う

なこ と を 、 自 由 に や らせ て くれ る と こ ろ だ と言 っ

てい ま す 。また 、自分 の体 験 か ら、子 ど も に とっ て

未知 の 体 験 へ の チ ャ レ ン ジ と成 功 した と きの 達 成

感は 、 自分 自 身 の 自信 につ な が る と言 っ て い ま

す。

大 阪 Y W C A の 中 谷 さ ん も子 ど もの 時 に Y W C

A と 出 会 い 、 お とな に な っ て か らは リ ー ダ ー と し
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て活動 してい る人です。 中谷 さんは 自分 の体験 か

ら、 この ような地域活動 に参加 して、親 や先 生の

ように子 ど もに対 して過 剰 な期 待 を も た な い お と

なと出 会 う こ とは 、 子 ど も に とっ て 貴 重 な体 験 で

ある と語 っ て い ます 。

参加 者か らは、学校 の先 生や保 母 さんか ら今の

子どもた ちの現状 につ いて発言 があ りま した。今

の子 どもは塾 や習い事 な どに追 われ、お となの管

理しな い 自 由 な 時 間 が ほ と ん ど あ りませ ん 。 そ ん

な中 で 子 ど もに と っ て ほ ん と う に お も しろ い 遊 び

がで き る ま ち づ く り と は ど ん な も の で し ょ う か 。

学校 の先生 のキ ャンプのエ ピソー ドで は、先 生方

が用 意 し た プ ロ グ ラ ム よ り も 、 フ リ ー タ イ ム に 誰

かが始 め た草 の上 をダ ンボー ルですべ る とい う単

純な遊 び に熱 中 して い た とい う話 。 この こ とか ら 、

私た ち お と な が しな け れ ば な らな い の は 、子 ど も

を既 成の枠 の中で遊 ばせ るの ではな くて、子 ど も

がほ ん と う に や りた い こ と を思 う存 分 で きる 環 境

を作 っ て い く こ とで は な い で し ょ うか 。 そ の た め

には、事例報告 に出 た ような地域 活動や それ を支

える ボ ラ ン テ ィ アの 育 成 も必 要 だ し、 地 域 の お と

なた ち一 人 ひ と りが そ うい う意 識 を持 っ て ネ ッ ト

ワー ク を広 げ て い く こ と も必 要 で あ る と思 わ れ ま

す。結局 、参加 者 の方 の言 葉 を借 りれば、まちづ

く りは人 づ く り とい え る の で は な い か と思 い ます 。



第4 分科会

子どもの心とか らだの癒 し～C A P の取 り組みを中心に

コー デ ィ ネ ー タ ー

報告者 l
：前 村 よ う子 （女性 ライフサイクル研究所）

子 ど も た ち は （私 た ち も）、 あ ら ゆ る暴 力 に さ ら さ れ て 生 きて い ま す 。 そ ん な 日常 で 、 み ず か ら を守

って い くに は ど うす れ ば よ い の か 。 ま た 、 自 分 が 他 者 をぁ と しめ る加 害 者 に な らな い た め に は ど うす れ

ばよ いの か 。他 人 ご と と して と ら え るの で は な く、 自分 自身 の 問 題 と して 、 身近 な体 験 を思 い浮 か べ な

がら進 め て い き ま す。 そ の た め の て が か り と して 、 C A P （子 ど も へ の 暴 力防 止 ） プ ロ グ ラム の一 部 を

紹介 しま す 。 子 ど も の気 持 ち に な っ て 、一 緒 に 考 え ま しょ う。

小学校低学年 向 けに行 われ ている C A P （子 ど

もへ の 暴 力 防止 ） プ ロ グ ラ ム の紹 介 か ら始 ま りま

した。 参加者 は小 学校 2 年 生 にな ったつ も りで 、

「 3 つの大切 な権利」 につ いて話 し合 い、「知 らな

いお と な か らの 誘 い か け 」 と 「知 っ て い る 人 か ら

の性被害」 の 2 つ の ロー ルプ レイに、無事 逃げ き

るこ とが で きる 子 ど も役 と して 参 加 。 そ の 後 、 プ

ログ ラ ム に つ い て の補 足 説 明 が あ りま した 。

①これまでの指導法へ の疑 問

「知 らない人 につ いて行 かない」…知 ってい る

人が加害 者の場合 もあ る。 名前や住所 を知 らな く

てもい つ も見 か け て い る 人 な ら子 ど もに と っ て は

知っている人。知 らない人 が皆、悪 人では ない。

「 1 人で行 動 しない」…複 数で も被 害 に遭 う可

能性 はある。

「変質者 に注意」 …何 を もって変 だ と決め つけ

るのか等 、常 に有効 とは限 らない。

これ までの指導法 で は 「～ して は ダメ」 の禁 止

事項が増 え、子 どもの行動 を制 限 しす ぎて しまい

ます 。 万 一 被 害 を受 け て し ま っ た と き に、 子 ど も

が（自分 が ～ し た か ら こ ん な 目 に 遭 っ た ん だ と）

自分 を責 め る き っか け に も。 そ れ で な く と も、 お

と な に何 が あ っ た か を 打 ち 明 け る の は 困 難 な の

に、ます ます 話 せ な い土 壌 をつ くっ て し まい ます 。

②話す こ との大切 さ

子 ど もは、被 害体験 をなかなか話せ ませ ん。加

害者 か らの脅 し、共犯 者だ との思 い こみ （お前が

誘っ たん だ）、社 会 的 な縛 り（男 の子が被 害 に遭

うはずが ない、被害者 にも責任 があ る等 ）、「ち く

る」行 為へ の恐 れ等が 理 由 と して考 え られ ます。

また 、 周 囲 の お と な た ち が 日 頃 か ら子 ど もの 話 を

聞か な い 、信 じな い 場 合 や 、タ イ ミン グ が 悪 く、言

いそ び れ る場 合 もあ ります 。 誰 か に相 談 で きる こ

とは、子 どもが辛 い体験 を乗 り越 える第一歩。話

せな い で 抱 え込 ん だ り、 忘 れ た か の よ う に暮 ら し

てい て も、どこかで その体験 が影響 を及 ぼ します 。

③お とな に求 め られ る こ と

子 ど も に 話 して も ら え 、 子 ど も の エ ンパ ワ ー

（自尊 心 、 自己 肯 定 感 ） を育 め る お と な に な る こ

とが 大 切 で す 。 そ の た め に は、 お と な 自 身 が 自 ら

のちからを回復す る必 要が あ ります。 無力感 に苛

まれ た 、 辛 い 、 悲 し い な ど の 体 験 を 振 り返 り、

「 私 は私 でい い。生 きる価 値 が ある」 と。当 時の

自分 を認 め受 け入 れてい くこ とが ちか らの回復 に

つな が りま す 。

報告 の後 、参加者 か らの 「周 囲 に相談 で きるお

と なが ま っ た くい な い 子 ど も の 場 合 は ？」「被 害

経験 を持つ子 は C A P に参 加 で きるのか ？」「金

品に 釣 ら れ る 子 も い る の で は ？」 等 、 活 発 な 質疑

応答 が展 開。 白熱 した分科会 で した。
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第5分科会

おもしろい学校 2 ～いろんな文化をもつ子ども

コーデ ィネ ー タ ー ：金 相 文 （大阪市立北巽小学校）

報告者 ：李 ミンギ （大阪民族講師会）

大 根 明 （大阪府在 日外国人教 育研究協議会 ）

“多 文 化 共 生 社 会 を” との ス ロ ー ガ ン を最 近 で は よ く聞 くよ うに な りま した 。 “ち が い ” を認 め 活 か

せる社 会 を実 現 す る た め 、 そ の 重 い腰 を よ うや く上 げ た とい っ た感 じ で す 。

“民族学 級” の取 り組み は 、大 阪の地 で いち早 く始 まった多文化教 育 の先駆的取 り組 み です。ぜ ひ 、

一日民族学級 の取 り組 み を通 して、多 文化の子 どもたち、 とりわけ在 日韓 国朝 鮮人 に子 どもた ちの民族

教育 に つ い て 、 考 え 、 意 見 を か わ しま しょ う。

この分科会で は、み な さんに′ト学校 5 年生 の民

族学級 の模擬授 業 を体験 して いただ きま した。

紫 色 の きれ い な チ マ チ ョゴ リ を身 に ま と っ た李

ミン ギ さん の ウ リマ ル （母 国 語 の 意 ） の あ い さつ

で民 族 学 級 は ス タ ー ト。 黒 板 に ウ リマ ル パ ネ ル を

張り、子 どもたち （＝参加 者 ）は事前 に配 られ た

資料 や黒板 、そ して李 さんの 口元 を見 なが ら、 ゆ

っく り と発 音 を繰 り返 し 、 初 め て 体 験 す る （？）

朝鮮 語 を楽 しんで い ま した。 その後、朝鮮 の伝統

的な打 楽器 であ るチ ャンゴを紹 介。会場 の都合上 、

実際 には演奏 で きなか った ものの、 それぞれの ひ

ざを チ ャ ン ゴ に見 立 て て 、 朝 鮮 の チ ャ ン ダ ン （リ

ズム） に身体 を揺 らせ、 ノ レ （歌） に も挑戦。民

族学級 の子 どもたちが よ く歌 う 『アプ ロ （前へ ）』

を、慣 れ な い ウ リマ ル で 、 口 づ さ ん で い ま した。

後半 は、豊 中で長 い間で取 り組 まれてい るハ ギ

ハツキ ョ（夏 季学校 ）の模様 が ビデオで紹介 され、

在日韓国朝鮮 人の子 どもたちが、夏 の短い一 目で

はあ るが 、 自らの民族 的 ルー ツにつ いて学ぶ場面

などが報告 され ま した。引 き続 いて大枝明 さんか

ら 『日本 人 の ア イ デ ンテ ィテ ィ ー とは 』 につ い て 、

提起 が な され ま し た 。「私 に と っ て の 文 化 」 に つ

いて 考 え る とい う こ とで 、 自分 自 身 が 考 え る 『日

本の文化・朝 鮮 の文 化』 の良い点 、悪い点 を参加

者に挙 げてい ただ きま した。 時 間的に十分 なデ イ
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スカ ッシ ョン はで き ませ ん で し たが 、 自分 た ち が

文化 に接 する際 、 どん な観点 で、接 してい くのか

など につ い て 、 話 され ま した 。

ま とめ は 金 相 文 （キ ム ・ サ ン ム ン） さ ん 。 日本

の子 ど も、 マ イ ノ リテ ィー の 子 ど もを 問 わず 、 今

一番 大切 に され るべ きなの は 、『自尊感 情 』 で 、

それ が 育 まれ な い と、 結 局 は 「ア ン コ の ない ま ん

じ ゅ う 」 に な っ て し ま う の で は な い か ？ そ う し

た意 味 で 、 再 度 自分 た ち の ア イデ ンテ ィテ ィー に

つい て考 え る こ とが 大 切 で あ る との こ とで した 。

参 加者 か ら出た 「行政 的 な支援 が無 く、勤務

校で の在 日の生徒 らへ の取 り組みが 困難」 とい う

意見 に は、「大 阪 も制 度的 に保 障 は無 いが 、制 度

を待 つ の で な く、子 ど もた ち とや っ て い くこ とか

ら始 ま っ た 」 との話 が あ り ま した。

ア イ デ ン テ ィ テ ィー 保 持 ・ 伸 長 す る権 利 の 保 障

は、 マ イ ノ リテ ィー の 子 ど も た ち だ け で な く、 す

べて の子 ども、 すべ て の人た ちの課題 であ る とい

えます 。今の学校 は、 ほ とん ど崩壊 に近い状況 で

ある こ とは 、 も うあ ち こ ち で 聞 こ え て くる 内容 で

す。 しか し、 現 実 に学 校 に 多 くの子 ど も た ち 、 と

りわ け在 日韓 国 ・朝 鮮 人 を は じめ と した 外 国 人 の

子ど もた ちが 通 って い る 以 上 、 一 日 も早 く民 族 教

育の制 度保障が 実現す る ように、取 り組み を進 め

てい く必 要 が あ ります 。



第6 分科会

おも しろいお役所～行政の取 り組み

コー デ ィ ネ ー タ ー ：粟 野 真 造 （とよなか国際交流協会）

報 告 者 ：荒 牧 重 人 （山梨学院大学、子どもの権 利条約 ネ

ッ トワ ー ク ）

吉 永 省 三 （兵庫県川西市教育委員会人権教育室）

奈 須 謙 治 （大阪府豊中市教育委員会社会教育課）

貞 利 治 美 （大阪府八尾市教育委員会同和教育室）

子 ど もの権 利 条約 の第 4 2条 は 、締 結国 が条約 の内 容 を広 報 す るこ とを義 務 づ けてい ます。 国に よる

広報が不充分 なな か、地方 自治体 にお ける条 約の実施 と広報・ 学 習の取 り組み が少 しづ つ広が ってきて

います。市民参加 による条約の翻 訳や ビデオ作成 、広報 のパ ンフレ ッ トづ くりな どの具体 的 な活動 をシ

ェア しな が ら、 こ れ か らの 自治 体 の 取 り組 み の 可 能 性 を探 りま した。

この よ う な分 科 会 に 来 る 人 は少 ない だ ろ う とい

う こ とで 用 意 さ れ た 小 さ な部 屋 は 人 で び っ し り、

4 0人近い参加者 の熱気 があふ れてい ま した。

分 科 会 は 、 粟 野 さ ん の ミニ ・ ワ ー ク シ ョッ プか

ら始 ま りま した 。 参 加 者 の 自 己 紹 介 の後 、 粟 野 さ

んの質問 に対 す る答 えで部屋 の 4 隅 に分 かれ るワ

ー クを行 い ま した。「自分 の地域 の役所 は条約の

広報 をが ん ば っ て い る と思 い ます か」 とい う 質 問

で は 、 ほ とん どの 人 が 「い い え 」 の 方 に 集 ま り、

「役 所 に で き る こ と は も っ とあ る と思 い ま す か 」

とい う 質 問 に は 「は い 」 の 方 に 人 が 集 ま り ます 。

参加者 のほ とん どが、行政 に対す る期 待 を持 って

この 分 科 会 に き た こ とが う か が え ます 。「自分 の

地域 の役所 が 何 か や って い るの を見 た こ とが な

い 」 と い う 人 も い ま し た 。

次 に荒牧 さんが、 自治体 の条約 への取 り組 み に

つ い て の ア ンケ ー ト結 果 を参 照 しな が ら、 自治 体

の取 り組み の現状 、課題 につ いての報告 をしま し

た。その 中で、子 ども議 会や広 報活動 を行 う自治

体が増 えている こ と、 また施 策への子 どもの意見

の反映や子 どもを対象 に した広 報活動が不 十分 で

あ る こ とな どが 指 摘 され ま した 。

その次 に、実 際 に 自治体 で条 約 の実施・普及 に

取 り組 んでい る3人の方 の報告 です。

川西市 で子 ど も議 会や子 ども向 けの広報 に関わ

ってい る吉永 さんか らは、現在 の縦割 り行 政の仕

組みの中で子 どもを権利 主体 として位置づ け政策

を行 う こ と は 困 難 で あ る とい う問 題 提 起 が あ りま

した。八尾市 の貞利 さん は、条 約の ビデオ作成 や

市民 向 けのフ ォー ラム、各学校 での取 り組 み な ど

を報 告 し ま し た 。 ま た 豊 中 市 の 奈 須 さ ん か ら は 、

市民参加 に よる条約 の翻訳作 業 と冊子づ くりの事

例が紹介 され ま した。

休憩 のあ と、参加 者 か らの質疑 を交 えなが らの

意見交換 を行い ま した。 報告者へ の鋭 い質問や提

案を は じめ 、 子 ど もが ア ク セ ス しや す い よ う な情

報提供 、子 どもの 目か ら見 た施 策の必 要性 な どに

ついて参加者 か ら発言 があ り、活発 な議論 が行 わ

れま した 。 各 報 告 者 か ら は 、 お と な と子 ど も との

情報 の シェア リ ングの重要性 や、実 際に子 ど もが

ど う条 約 を使 う こ とが で きる の か とい っ た よ り具

体的 な情報提 供 、実際 に学校 の教室 の中でのお と

な と子 ど も と の 関 係 を見 直 す こ とが 必 要 な ど とい

っ た 指 摘 が あ り ま した。

最後 に、3人ず つ の グルー プでの意 見交換 を行

い 、 各 グル ー プ が 大 い に盛 りあ が っ て い る とこ ろ

で 時 間 が き て し まい ま した 。

各参加 者 の行 政 に対 する期待 と、実際 に何が で

き る か を探 っ て い こ う とす る思 い が 伝 わ って くる

分科会 で した。
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第7分科会

多文化・ マイノリティの子どもたち～共生をめざして

コー デ ィネ ー タ ー ：陳 伊 佐 （在 日コリア ン人権協会）

報 告 者 ：鄭 栄 鐘 （八尾 トッカビ子 ども会）

李 幸 子 （西成区ソンチャバ子 ども会）

中 津 美 和 （とよなか国際交流協会）

中 島 和 久 （国際子 ども権利 センター）

近 年 、 多 様 な 民 族 的 ア イ デ ン テ ィ テ ィ を持 つ 子 ど も が増 え て い ま す 。 ち が い を多 文 化 と して み と め 、

それが ゆたか さにつ ながる社 会や教 育 を、地域 が発信 源 となってつ くってい きたい。 そんな視点 で多文

化・ マ イ ノリテ ィの子 どもた ちに関 わってい る地域 の子 ども会 や団体の取 り組 み を紹介 した後 、参 加者

のみ な さん と 「多 文 化 」 に つ い て考 え て み た い と思 い ま す。

八 尾 トッ カ ビ子 ど も会 か ら は 、 近 年 増 え る ベ ト

ナム 人 を対 象 と した 子 ど も会 や 、 お と な も子 ど も

も、 日本 人 も外 国 人 も一 緒 につ く りあ げ る 「八 尾

国際 交流 野遊祭 」、新 た な渡 日の親子 を対象 に し

た「国際交流 親子のつ どい」 の報告が され ま した。

はじ ま りは在 日 コ リア ンの 子 ど も会 で した が 、 と

もす れ ば 同 じ よ う な状 況 に陥 りか ね な い 、 新 た な

渡目の 子 ど もた ち の ネ ッ トワ ー クづ く り を、 地 域

を中心 と して 行 っ て い ます 。

次 に 大阪 市 内 で 活 動 して い る 在 日 コ リア ンの ソ

ンチ ャバ 子 ど も会 か ら。 在 日 コ リ ア ンの 子 ど もが

名ま え の た め に学 校 で い じめ られ た こ とが きっ か

けと な り、 地 域 か らそ の 状 況 を変 え て い くた め に

つくら れ た 子 ど も会 で す 。 在 日で あ る こ とを否 定

しないで 、他 の子 どもた ちのちが い も受 け入 れ、

共に生 きる ための力 を養 うため に学 校 と家庭 が連

携して取 り組 み を行 っ て い ます 。

と よな か 国 際 交 流 セ ン ター で は 、 さ ま ざ ま な取

り組 みの なか、今年 2 回 目を終 えた在 日外 国 人の

子ど もキ ャ ン プ と、 来 日 ま もな い 子 ど もへ の 緊急

支援 と して行 って いる在 日外 国人の子 ども対象 の

日本 語 教 室 「子 ど もメ イ ト」 を 紹 介 い た だ き ま し

た 。 キ ャ ン プで は 、 普 段 、 異 文 化 を も っ て い る こ

と に ス ト レ ス を感 じて い る 子 ど も た ち が あ つ ま

り、 他 者 の 文 化 に触 れ る こ と に よ っ て 、 白文 化 も
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みと め る こ とが で きる よ う に な っ た と い い ま す 。

今後 は さ らに 日本 人 の 子 ど もた ち との つ なが り を

持つ こ とを課 題 と して い ます 。

最 後 に 、 国 際 子 ど も権 利 セ ン タ ー よ り、 婚 姻 外

の日本 人男 性 と フ ィ リ ピ ン人 女 性 の 間 に 生 まれ 、

日本 と フ ィ リ ピ ンの は ぎ ま で 権 利 を奪 わ れ て い る

J F C （ ジ ャ パ ニ ー ズ ・ フ ィ リ ピ ー ノ ・ チ ル ド レ ン ）

の問 題 につ い て 報 告 が あ り ま した 。 JF C の 中 に は

父親 に捨 て られた子 ど もが非常 に多 く、 その数 は

約2 万 人 と言 われてい ます。個 人的問題 を越 え た

社会 的問題 として現状 を理 解 し、 問題 を解 決す る

ための参加 の呼びか けがあ りま した。

報 告時 間が予 定 を上 回 り、そ の後の グルー プデ

ィ ス カ ッ シ ョ ン の 時 間 は あ ま り と れ ま せ ん で し た

が、 そ の 中 で も 「こ うい っ た こ と を初 め て 知 る こ

とが で き て よか っ た」「 自分 自 身 が 動 き 出 す こ と

が 大 切 」「も う 少 し深 く まで 、 話 を 聞 き た か っ た」

とい う意 見 が 出 さ れ ま した。 さ ま ざ ま な 報 告 を通

して 感 じ られ た 共 通 の 課 題 は 、 多 文 化 ・ マ イ ノ リ

テ ィの子 どもたちの人権が 守 られてい ない状況 に

あ る とい う こ とで す 。 そ れ らが 守 られ る た め に は 、

子 ど もた ち だ け で は な く、 地 域 社 会 の お とな た ち

が 、 ち が い を み とめ られ る よ う に な る必 要 が あ る

と 感 じ ま し た 。



第8 分科会

南の国の子どもたちと私たち～子ども買春問題を中心に

コー デ ィ ネ ー タ ー ：園 崎 寿 子 （エ クパ ッ ト・ ジ ャパ ン・ 関西 ）

報告者 ：沖 本 瑞 穂 （D C l 日本支部）

森 実 （エ クパ ッ ト・ ジ ャパ ン・ 関 西 ）

現在 アジア地域 だ けで 10 0 万人 の子 どもが性 産業 の中 で働 い て （働 か され て） い ます。 この よ うな子

ども た ちの 性 を買 うお とな の 中 に は 、 日本 を含 む 、北 の 国 の 観 光 客 も少 な くあ り ま せ ん 。 ま た 日本 で は 、

子ど も を被 写 体 とす るポ ル ノ も大 量 に 出 回 っ て い ま す 。 この よ うな 「子 ど もの 商 業 的 性 搾 取 」 をな く し

てい くため、世界的 な取 り組 み を約束 した世界 会議 が、 1 9 9 6年 の 夏 、ス ウ ェーデ ンで開催 され ま した。

この会 議 を中心 に報告 し、 日本の課題 を考 えてい きます。

まず最 初 に、参加 者の関心 を把 捉す るため、子

ども買春 間道 を考 える時 「女性」「子 ど も」「開発」

な ど、 どの よ う な観 点 か ら と ら え て い る か を尋 ね

ま した。 こ の 点 につ い て は さ ま ざ ま な 関心 が あ る

よ うで した 。 ま た ス ウ ェ ー デ ンで 開 催 され た 国 際

会議 につ いては半分程 度の 人が 知 っている とい う

こ と で し た 。

次 に報 告 に うつ り、森 さ ん か ら世 界 的 な子 ど も

買春 と 日本 の 関 わ り、 ス ウ ェ ー デ ン会 議 の 意 義 が

報告 され ま した 。 ス ウ ェ ー デ ン会議 は、 こ の 間 題

に取 り組 む始 めて の世界 会議 で あ り、 世界 の 10 0

カ国 以 上 の 政 府 代 表 の 他 、 多 くの 国 際 機 関 、

N G O が 参加 し、世 界会 議 宣言 と行 動綱 領 を採 択

しま した。 しか もN G O が 政 府 代 表 と完 全 に対 等

な立場 で参加 した こと、 2 0人近 くの若者代表 も対

等な参 加 者 と して 発 言 した こ と な ど、 き わ め て 画

期的な世 界会議 で した。

この報告 を受 けて、若者 パ ネルの一 人 と して 日

本か ら出席 した沖本 さんか ら、彼女 の思 い を語 っ

てもら い ま した 。 若 者 パ ネ ル は 、 世 界 会議 で 劇 を

通して 自分 た ちの 問題 を表 現 し、 ま た お と な に対

して も 自分 た ち の 意 見 を 堂 々 と述 べ て い き ま し

た。 世 界 中 か ら集 っ た 若 者 が 、 どの よ う に 自分 た

ちの 考 え を ま とめ て い っ た か が 紹 介 さ れ 、 そ して

若者が参加す る こ との意義が何度 も強調 され ま し

た。 子 ど も に関 わ る 問 題 を検 討 す る時 、 お と な は

も っ と もっ と子 ど もの 声 を 聞 き、 尊 重 して ほ しい

と沖 本 さん は 訴 え ま し た。

以上 の報告 を受 けて、子 どもが性産業 に入 って

行くことの原 因、 日本 人加害者 の処罰 な どにつ い

て質 問 が 出 され ま した 。

最後 に 5 人程度の小 グル ープに別れ 、それぞ れ

の感想 や取 り組 みの方 向性 につ い て討論 を した。

取り組 み につ いて は、性 に関 わる教育 、男 女関係

や人間関係 に関わ る部分 が多 くの グルー プの テー

マに な っ て い ま した 。 さ ら に法 制 度 や マ ス コ ミ、

ネッ トワ ー ク の 形 成 の必 要 性 に つ い て も話 し合 っ

たグ ル ー プが あ りま した 。 問 題 の 訴 え方 に つ い て 、

悲惨 さだ けを強調す るので はな く、人や文 化の強

さな ど を見 て い く必 要 が あ る こ と も指 摘 され ま し

た。

参 加 され て い る 方 は 、 この 間題 に これ まで 関心

を持 ってお られた方が 多 く、積極 的に発言 されて

いた。
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第9分科会

とことん話 し合おう ！ 日本政府報告について

コー デ ィネ ー タ ー ：杉 原 卓 治 （国際子 ども権 利センター）

報告者 ：荒牧重 人 （山梨学院大学）

平 野 裕 二 （子 どもの権利条約 ネッ トワーク）

瀬 戸則夫 （大阪弁護士会）

日本政 府 が子 どもの権 利委員会 に提 出 した報告書 は、形式上 は委 員会 作成の ガイ ドライ ンに沿 って い

るものの、内容上 は条約 の報告制 度の意 味 を理解 して いる とはい いがたい もの です。報告書 は子 どもに

関わる現 行の法規 定・ 制度 や施策 につ いて記述 してい ますが、条約 の実際の運用 、 その もとでの子 ども

の権利侵 害の実 態、今後 の権 利保 障の課題 など、肝 心の点 が見 えない内容に なってい ます。 この よ うな

報告書 で は子 ど もの権 利委 員会 での実 りあ る審査 は望 めません し、報告 書の作成・ 審査 をきっかけに し

た子 どもの権 利保障 の促進 に もつ なが りませ ん。「追 加情幸削 とい う形 で もとって 、改 め て政 府 に報 告

をし直 して も ら う必 要 が あ り そ うで す 。

政府 の報告書 を検 討 すれ ばするほ ど、子 どもに近 い ところで子 どもの権 利保障 の立場 にた った、市 民

レベ ルでの条約 実施 の検証 の必要性 が高 まってい ます。

1 日目の 「模擬・ 国連 子 どもの権 利委 員会 」 を受 け、政府報 告書 の問題 点 を整 理 し、市 民・ N G O が

それ ぞ れ の 役 割 や これ ま で の 経 験 か らな に が で き る の か を話 し合 い ま す 。

テーマ の固 さか ら、「ほ とん ど参加 者 が ないの

では」 とい う大方 の予想 を裏切 って、2 4名 の参加

をえた。 1 日目の 「模 擬子 どもの権利 委員 会」 の

影響 もあ り、「なぜ い ま政 府 報告 の検証 な のか」

「 権 利委 員会 で は どの ような議論 が展 開 され てい

るか 」 に つ い て 、 日本 の N G O レ ポ ー ト作 成 に か

かわって きた人 、 また広 く地域 、学校 、家庭 での

取り組 みにかか わってい る人な ど多様 な参加 者 と

活発 な発 言があ った。

分科 会のお わ りに 「子 どもの権利 条約 だけで は

なく、全体 と して 問題 を考 えてい くこ とが 重要 。

国際 人権 法の発展 を望み、継続 す る ことで可 能性

が生 まれる」（平野裕二 ） といわれ た ように、「子

ども」 を規定す る社 会性、歴 史性 か らの総合 的 ア

プローチが今後 の取 り組み の中で重視 されなけれ

ばな らな い だ ろ う。

また、子 ど もの権 利委員 会 には委 員 に教育 の専
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門家 が い な い の で 、 適 切 な フ ォロ ー が 必 要 な こ と

や、 法 律 論 よ り も政 策 面 を重 視 して い る こ と な ど、

特徴 を十分理解 す るこ との重要性 が確 認 された。

分 科会で 出 された提案 と して は、（1）在 日・ 滞

日外 国人 に対 する 「人権保 障法体系」 の確 立、（2）

学校設置基準の緩和 と社会教育への公費支出、（3）

N G O 、市 民 の手 に よる地域 、 学校 、 家庭 で の子

ど も をめ ぐる実 態 の 調 査 、（4） 今 回 の よ う な 「国

内、 国 際 、 地 域 、 マ イ ノ リテ ィ、 個 人 をつ な ぐ意

見交換 、協議 の継 続、 な どがあ った。

「子 ど もの最 善の利益」 の立場 に立つ こ との意

味、 と くに 日本 社 会 が 「マ イ ノ リテ ィ」 の概 念 を

もたない現状 と、そ れを支 えている法体系 や諸制

度につ いて 、深 く考 え させ られた分 科 会 で あ っ

た。



〈 ま と め 〉

条約の内容 を豊か にする力量 を私 た ち 自身が高 め

てい く＝ エ ンパ ワ ー メ ン トを ！

◎国際条約 におけ る「報告 制度」 は、制 度的 には

最も弱 い もの。 にもか かわ らず 、報 告書 を作成す

る過程 と検証 の過 程 を重視 す るこ とで、条 約の理

念と内容 を実現 し豊 富化 する主体者 、す なわ ち私

たち 自身 が エ ンパ ワー さ れ （力 量 を つ け） て い く。

◎政府報告 を検証 す る目的は、

（ 1） 子 ど もた ち に よ り近 い と こ ろで 、子 ど もの 権

利保障の立場 に立つ

（ 2）私 たち 自身が権利 条約 の主体で あ り、力量 を

高め て い くエ ンパ ワ ー メ ン トの た め

（ 3）私 たち自身の活動 の検証 を も行 ってい くため

であ る。

◎ 国際 的 には各国 で 「N G O 連 合」 が

つ く られ 、 続 一 レ ポ ー トが 作 られ る

方 向 で あ る 、 と こ ろ が 日本 は 、 権 利

条約 にかか わ る問題 の優 先順 位 さえ

示せ てい ない。技 術 的 には簡 潔 な レ

ポー トで ない と読 まれ ない。 一般 的

には N G O か らの情 報 は子 ども権利 委

員会 に届 い て い る と い う こ とが 重 要

で、その ため の努 力 を惜 しんで は な

ら な い 。

◎「子 ど もの 最 善 の 利 益 」 と い う と

き、 そ れ を 自覚 し実 現 で き る子 ど も

た ち （お とな た ち ） を学 校 も含 め た

地域 の ネ ッ トワ ー クの 中 で 育 て て い

く取 り組 み が 重 要 だ とい う合 意 は、

漠然 と で は あ る が で きつ つ あ る の で

はない か。 その と き、学 校教 育 を絶

対化 せず 、 む しろ学校 以外 の と ころ

での活動 の場 所 の提供 、 ネ ッ トワー

ク、公費 に よる財 政 的裏 づ けが望 ま

れる。 また、 器 だけ では な く家族 関

係、社 会 関係 の 中で生 きた労働 や 人

間関 係 に学 ぶ こ との で き る 条 件 も不

可欠だ。

◎在 日コ リア ンの側 か ら見 れ ば 、「差 別 の撤 廃」

に とど まらず、 人権保 障 の枠 組みが必 要。 日本の

現行 法 には、在 日・ 滞 日外 国人へ の 「管理法」 は

あ るが 人権 保 障 法 が ない 。 国 内 法 は も と よ り 日本

社会 に お い て もマ イ ノ リ テ ィ と して の 在 日 の 存 在

その ものが認 め られてい ない。 日本社 会 を も変 革

対象 に した真 の国際交 流 とふ れあいが必 要。

◎国際 人権法 を共通 の言葉 に して 、国 内、国 際、

マイ ノ リ テ ィ、 地 域 、個 々 人 を つ な げ て い か な い

と、解 決 はむずか しい。私 たち 自身の活動 、生 き

方を見 直す こ と、原則 に常 に立 ち返 り、継 続す る

こ とが 大 切 。 子 ど も た ち の エ ンパ ワー メ ン トを支

援す る。

子ど 叫条約
市民 が つ くる ‘‘ の権利条約 白書”

子どもの権利条約フォーラム実行章l 会
横宇旺ワ一幸ンク1グノレー プ

く喜多明人・東野真造・荒牧重人・平野裕二・浜田進士・大河内秀人・勝本浩司〉

ー ■几－

【‥・ ‥‥本 暮 の 特 色 …・ …】

1 ）子 ど もた ち 自 身 を含 め 、子 ども の権 利 実現 の ため に 最前 線 で 取 り

組 んで い る方 々 の現 状 報告 を通 して、日本 にお け る子 ど もの権 利 の

到達水準をはかる横証の暮。

2 ）現在、 N G O ・市民団体 レベルで政府報告 に対する補充報告書の

作 成 作業 が 開 始 され て い る中 で 、今 後 とも継 続 され るで あ ろ う報告

書づ くりの基礎的資料 の暮。

3 ）子 どもの権利条約 を共通の琴 と

現 の取 り組 み を行 って い くた めの 孟

指針的な書物。

【 … …・本書の 目次 ‥ …】

芋冨浣 警三三芸認 諾 ミ親㌫ ‘

1 Ⅰ㊥「稚 刊行 虻の主 体」としで子 ど もは どう肋もl

Ⅲ㊥「子 ど もの権利 保持 jは どこまで 進ん だか 儀

も磯 もの権利実

よう 勤

マ した もの

④親グループ・P T A 、⑤ 地

Ⅳ㊥世 界の 子 どもの ため に国際 協力 捜

Ⅴ㊨私 た ちはな にがで きた のか

民グ ルー プレベ ル

鞄

練熟

子ど もの 権利 条約 とN G O ・市民 団体 に関す る ア ンケー ト調査 の結果

枚証 資料
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第1 0 分科会

おもしろい子どもたち～子どもアクション広場

コー デ ィネ ー タ ー ：辻 井 悠 （ユア・ ボイス）

辺 見 緑 （国際子 ども権利センター 大学院生）

今 、私 た ちの まわ りでは、学校 の クラスや クラブ、生徒会・ 自治会 で、 あるいは学校の垣 根 を越 えて、

地域 や団体・ グルー プで「子 どもの権 利条 約」の精 神 をいか した行動 に取 り組 み、陸 を輝 かせ てい る仲

間がい ます。 またその一方 で、「体 罰」「い じめ」「不 登校」 な どの「子 どもの権 利」 を踏 みに じる問題

で、心 を痛 め て い る ば か りか 、 命 を落 と して しま う仲 間 も い ま す 。

こ の よ うな私 た ち 「子 ど も」 の 「今 」 を 「子 ど も」 自 身 で語 り合 っ て み ま せ ん か 。 親 や 先 生 の こ と 、

地域 や学 校 の こ と、 友 達 や遊 び の こ と な ど を、 借 り物 で な い 自 分 自身 の コ トバ で語 り合 い ま しょ う。

行動・ 意見そ して多文化 の交流すすむ

子 ど も自 身 の 参 加 型 プ ロ グ ラ ム と して の 「子 ど

もア ク シ ョ ン広 場 」 は 、 今 年 で 3 回 目 を迎 え ま し

た。特 に今 回 の 子 ど もア ク シ ョ ン広 場 は 、 午 前 ・

午後通 しの分科 会 と して設 け られ ま した。参加者

は全 部 で 約 80 名 、 そ の うち 8 割 ぐ らい 子 ど も だ っ

たこ とが 今 回 の特 徴 で す 。 お とな と子 ど もで い っ

し ょに 話 をす る 、 と い う場 に は な りに くか った も

のの 、 子 ど も同士 の 出 会 い の 場 と して は 、 よい 機

会が提 供で きたので はないか と思 い ます。

たくさ んの子 ども た ちが参 加
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プロ グラムは午前 と午後 で分 け、午前 中は参加

して くれた団体 の活動紹介 、午後 はテ ーマ別 グル

ー プ ・ デ ィ ス カ ッシ ョン を行 い ま した 。 活 動 紹 介

を して くれ た の は 、 約 10組 。 関 西 は も ち ろ ん 、 長

野や青森 、福 岡 か らも出席が あ りま した。 内容 的

に も 、子 ど もの 権 利 条 約 の広 報 を して い た り、平

和問題 に関す る調査 活動 を行 ってい た り、 中学生

の生 徒 会 活 動 だ っ た り、 子 ど も議 会 を して い た り、

と各 グ ル ー プ さ ま ざ まで した。

参加 して くれ た団体 を紹介 する と…

①福 岡子 ど も会議

小 中学生 80名で活動 。い じめや制服 な どにつ い

て 話 し合 っ た り、教 師 と討 論 した り して い ます 。

②ユア・ ボイス

子 ど もたちの悩 みに子 ど もが応 える電 話番組 を

行 って います。

③」H C （学校 に不満 を持つ子 どもの会 ）

中高生 を主体 に校則 問題 につ いて取 り組 んでい

ます 。政 府 に丸 刈 り廃 止 な ど を訴 え て き ま した 。

④青森 ちびすけラ ン ド共 和国 リーダ ーズクラ ブ ・

トー キ ン グ K ID S



子 ど も の 権 利 条 約 に つ い て の ア ン ケ ー ト を実

施。現在、条約 を津 軽弁 に した もの を作 成 中。

⑤大阪府豊中市立第 11中学校生徒会

制服か ら自由服 にな った 中学校 。校則 の見直 し

に も生徒 の 参 加 に よ って 取 り組 み ま した 。

⑥テ ィー ンズ ・ メ ッ セ ー ジ fro m は ら っ ば

不登校 やい じめ につ いて取 り組 んで い ます。 ビ

デオ「私 服登校物語」 を作成 しま した。

⑦長 野 ヒュ ー マ ン・ ボ イ ス

子 ど も自 身 の 気 持 ち を文 章 や イ ラス トで 表 現 し

た本 を作 成 。 そ の 後 も さ ま ざ ま な 表 現 方 法 で フ

ェ ス テ ィバ ル を開 催 して い ま す 。

⑧大阪高校生平和 ゼ ミナ ール

府下の高校生 が集 ま り、平 和 について学習 して

い ます 。 平 和 とい う言 葉 を も っ七 広 い 意 味 で と

らえ て 、 ユ ニ セ フ募 金 活 動 、 ピー ス ツ ア ー 、韓

国・朝 鮮問題 な どの さま ざまなテーマの活動 を

行 っ て い ます 。

また、午後 か ら参加 して くれた地元 大阪市 の鶴

見橋 中学校 の朝鮮 問題研 究会 の メンバ ーは、在 日

韓国・朝鮮 人の立場 と子 どもの権利条約 につ いて

の話 を し、ふ だんの活動の ひ とつ として民族音楽

を披 露 して くれ ま した 。

会場前の公園で鶴見橋中学校の朝鮮問題研究会のメンバー

による演 奏

午後 の グル ー プデ ィス カ ッ シ ョン

午 後 の グ ル ー プ ・ デ ィス カ ッ シ ョ ンで は 、「校

則」「不 登校 」「条 約 の広報 と子 どもの参加」「友

情と恋愛 」 とい ったテーマで グルー プが作 られ ま

した。 各 グルー プ内で 、 自分 たちのふ だん考 えて

いる こ と、 実 際 に そ の テ ー マ につ い て 活 動 して い

る団 体 に きい て み た か っ た こ と な どが 、 積 極 的 に

話し合 われ ま した。 午後 の 1 時 間半で は話 し足 り

なか っ た か も しれ ませ ん 。

後 で も らっ た ア ンケ ー トを見 て み る と、他 の 団

体の 活 動 を 「自分 の と こ ろで もや って み た い 」 と

いう意欲的 な意見や 、同世代 の子が各地 で 「さま

ざまな 活 動 を や っ て い る の を知 っ て 感 心 した 」 と

いう感 想 と と も に、 来 年 もや っ て ほ しい とい う意

見も 多 くあ り ま し た 。 ア ク シ ョ ン 広 場 で で き た ネ

ッ トワー ク を ど う継 続 して い け る の か が 、 これ か

ら求 め られ て い る 課 題 で あ る こ と を感 じ ま した 。
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